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ソ
フ
ト
面
の
対
策

作
業
管
理
と
エ
イ
ジ
ア
ク
シ
ョ
ン
１
０
０
の
活
用

04高年齢労働者の安全衛生対策
年齢にかかわりなく、誰もが働きやすい職場づくり

こ
と
に
よ
る
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者

数
の
増
加
が
問
題
視
さ
れ
ま
し
た
。

　
14
次
防
で
は
国
、
事
業
者
、
労
働
者

等
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
め
ざ
す

具
体
的
な
目
標
設
定
と
し
て
、
施
策
に

取
り
組
ん
だ
割
合
を
示
す
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
指
標
、
そ
れ
を
達
成
し
た
結
果
と
し

て
期
待
さ
れ
る
成
果
を
ア
ウ
ト
カ
ム
指

標
と
し
て
、
効
果
の
検
証
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
表
１
の
よ
う
に
、
事
業
者

が
取
り
組
む
こ
と
と
そ
の
背
景
と
な
る

状
況
を
勘
案
し
た
各
指
標
の
具
体
的
な

数
値
目
標
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
は
、
令
和
２
年
３
月
に
公
表
さ
れ

た
「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確

保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
通
称

で
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
各
指
標

の
背
景
に
は
、
65
歳
か
ら
74
歳
の
労
働

災
害
の
発
生
率
（
千
人
率
）
が
30
歳
前

後
の
最
小
値
と
比
べ
て
男
性
で
約
２
倍
、

女
性
で
約
３
倍
ま
で
増
加
し
て
い
る
こ

と
と
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
知
っ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
場
の
割
合
が
11
・
２
％
に

留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド	

ラ
イ
ン
の
作
業
管
理
と
例
示

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
、

ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
称
さ
れ
る「
作
業

管
理
」に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
加
齢
に
伴
う
機
能
低
下
を
考
慮
し
、

作
業
内
容
等
の
見
直
し
を
検
討
し
、
実

施
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
例
を
参
考
に
、
高
年
齢
労
働
者
の

特
性
や
リ
ス
ク
を
検
討
し
、
優
先
順
位

を
つ
け
て
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
短
時
間
勤
務
、
隔
日
勤
務
、
交

替
制
勤
務
等
の
よ
う
に
、
勤
務

形
態
や
勤
務
時
間
を
工
夫
し
、

就
労
し
や
す
く
す
る

■
ゆ
と
り
の
あ
る
作
業
ス
ピ
ー
ド
、

無
理
の
な
い
作
業
姿
勢
等
に
配

慮
し
た
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
、
改
定
し
て
い
く

■
注
意
力
や
集
中
力
が
必
要
な
作

業
は
、
作
業
時
間
を
考
慮
す
る

■
注
意
力
や
判
断
力
の
低
下
に
よ

る
災
害
を
避
け
る
た
め
、
複
数

の
作
業
を
同
時
進
行
す
る
場
合

や
優
先
順
位
の
判
断
を
伴
う
場

合
の
負
担
を
考
慮
す
る

■
腰
部
に
過
度
の
負
担
が
か
か
る

場
合
は
、
重
量
物
を
分
割
し
て
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新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た	

第
14
次
労
働
災
害
防
止
計
画

　
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
き
、
厚
生

労
働
大
臣
が
５
か
年
ご
と
に
労
働
災
害

の
防
止
の
た
め
の
主
要
な
対
策
と
具
体

的
な
目
標
を
明
示
す
る
第
14
次
労
働
災

害
防
止
計
画
が
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た（
以
下「
14
次
防
」と
い
う
）。
同
計

画
の
８
つ
の
重
点
事
項
の
う
ち
、
高
年

齢
労
働
者
の
対
策
に
関
し
て
、「
労
働

者
の
作
業
行
動
に
起
因
す
る
労
働
災
害

防
止
対
策
の
推
進
」に
加
え
て「
高
年
齢

労
働
者
の
労
働
災
害
防
止
対
策
の
推

進
」の
２
つ
が
該
当
し
ま
す
。

事
業
者
が
取
り
組
む
事
項
と	

具
体
的
な
目
標
設
定

　
過
去
５
年
間
の
13
次
防
の
評
価
で
は
、

死
亡
者
数
の
減
少
は
得
ら
れ
た
も
の
の
、

中
小
事
業
者
や
第
三
次
産
業
に
お
け
る

対
策
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

60
歳
以
上
の
労
働
者
の
割
合
が
増
え
た

亀
田 

高
志  

株
式
会
社
健
康
企
業 

代
表
／
医
師

１４次防の
重点事項

重点事項ごとの具体的取
組～労働者の協力を得て、
事業者が取り組むこと

アウトプット指標 アウトカム指標

ともに2027年まで

高年齢労働
者の労働災
害防止対策
の推進

◦転倒災害は、（中略）対策
を講ずべきリスクである
ことを認識し、その取組
を進める。

◦「エイジフレンドリーガイ
ドライン」に基づき、高
年齢労働者の就労状況
等を踏まえた安全衛生
管理体制の確立、職場
環境の改善等の取組を
進める。

◦「エイジフレン
ドリーガイドラ
イン」に基づく
高年齢労働者
の安全衛生確
保の取組を実
施する事業場
の割合を50％
以上とする。

◦60歳代以上の
死傷年千人率
を男女ともそ
の増加に歯止
めをかける。

表1	 1４次防の高年齢労働者の労働災害防止対策
の推進の取り組み内容(抜粋)と目標

出所：厚生労働省「第14次労働災害防止計画」を基に作成
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了
し
た
の
か
を
確
認
し
、
課
題
が
残
っ

て
い
れ
ば
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
計
画
」

の
欄
に
概
要
を
記
載
し
、
次
年
度
の
対

策
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

エ
イ
ジ
ア
ク
シ
ョ
ン
１
０
０
の
利
用
も

検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

運
ん
だ
り
、
取
り
扱
う
回
数
を

減
ら
す
な
ど
の
改
善
を
図
る

■
身
体
的
負
担
の
大
き
な
作
業
で

は
、
定
期
的
な
休
憩
の
導
入
や

作
業
休
止
時
間
の
運
用
を
図
る

「
エ
イ
ジ
ア
ク
シ
ョ
ン
１
０
０
」	

の
活
用

　
近
年
推
奨
さ
れ
て
い
る
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
手
法
に
倣
っ
て
、
高
年
齢

労
働
者
の
身
体
機
能
の
低
下
等
に
よ
る

労
働
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

災
害
事
例
や
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
を

参
考
に
、ハ
ザ
ー
ド（
危
険
源
）を
洗
い

出
し
ま
す
。
次
に
リ
ス
ク
の
大
き
さ
と

対
策
の
実
行
可
能
性
の
両
面
を
考
慮
し

て
対
策
を
選
択
し
て
い
く
の
で
す
。
現

場
で
は
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が

公
表
し
て
い
る
、
職
場
改
善
ツ
ー
ル
で

あ
る「
エ
イ
ジ
ア
ク
シ
ョ
ン
１
０
０
」の

活
用
も
お
勧
め
で
す
。

　
推
奨
さ
れ
て
い
る
１
０
０
の
取
り
組

み
を
盛
り
込
ん
だ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

活
用
す
れ
ば
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況

を
確
認
で
き
、
職
場
の
課
題
を
洗
い
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
表
２
に
は
、
１
０
０
の
チ
ェ
ッ
ク
項

目
の
中
か
ら
、
ソ
フ
ト
面
の
対
策
に

あ
た
る
作
業
管
理
に
関
す
る
９
つ
の

チ
ェ
ッ
ク
項
目
と
記
入
例
を
示
し
ま
し

た
。
安
全
・
衛
生
委
員
会
の
際
、
あ
る

い
は
安
全
管
理
者
、
衛
生
管
理
者
が
巡

視
を
行
う
際
に
、「
結
果
」の
欄
に
取
り

組
み
を
す
で
に
行
っ
て
お
り
、
現
行
の

ま
ま
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は

「
○
」を
、取
り
組
み
を
行
っ
て
い
な
い
、

行
っ
て
い
る
が
さ
ら
に
改
善
が
必
要
な

場
合
に
は「
×
」を
記
入
し
ま
す
。
ま
た
、

対
象
と
な
る
業
務
が
な
い
、
検
討
の
必

要
が
な
い
場
合
に
は「
－
」を
記
入
し
ま

す
。
次
に「
優
先
度
」の
欄
に
、「
×
」を

つ
け
た
項
目
で
優
先
的
に
改
善
の
取
り

組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
場

合
に「

」を
入
れ
ま
す
。
こ
の
一
連
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
、
意
識
せ
ず

と
も
取
り
組
む
課
題
を
選
ぶ
こ
と
、
つ

ま
り
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
準
じ
る

手
順
を
踏
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

職
場
改
善
計
画
を
立
て
て	

改
善
に
取
り
組
む

　
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
１
つ
か
２
つ
選
ん

だ
ら
、
次
に
表
３
の「
高
年
齢
労
働
者

の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
職
場
改

善
計
画
」の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
活
用
し

ま
す
。

　
「
現
行
の
問
題
点
」
の
欄
に
、
な
ぜ

そ
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
選
ん
だ
の
か
を

記
載
し
、
「
改
善
内
容
」
の
欄
に
２
つ

か
３
つ
の
対
策
の
内
容
を
記
載
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
内
容
を
実
行
す
る
責
任

者
、
担
当
者
も
決
め
ま
す
。
あ
と
は
年

度
末
ま
で
の
月
を
記
載
し
、
準
備
を
行

う
予
定
と
実
行
の
予
定
の
月
に
「
◯
」

を
記
入
し
ま
す
。
そ
し
て
予
定
通
り
に

実
行
が
で
き
れ
ば
「
●
」
、
延
期
し
た

予
定
は
「
△
」
、
そ
の
延
期
に
従
っ
た

実
行
は
「
▲
」
と
す
る
な
ど
し
て
、
毎

月
の
安
全
・
衛
生
委
員
会
等
の
場
で
確

認
を
行
い
ま
す
。
年
度
末
に
改
善
が
完
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かめだ・たかし
産業医科大学医学部卒。大手鉄鋼メーカー産業医、米国コンピュータ関連企業の産業医とアジア太平洋地域の健
康管理担当、産業医科大学講師を経て、同大学設立のベンチャー企業の創業社長を10期務める。現在は高年齢労
働に伴う安全衛生・健康管理対策、若いＺ世代に対するメンタルヘルス対策、新型コロナウイルス感染症を含む危
機管理対策等の啓発に注力している。自治体や企業等での研修、講演は約2,000回、参加者は6万人を超える。日
本内科学会認定内科医、日本医師会認定産業医、労働衛生コンサルタントの資格を持ち、日本産業衛生学会エイ
ジマネジメント研究会世話人、国際EAP協会日本支部理事、福岡産業保健総合支援センター相談員も務める。

番号 チェック 
項目番号

現行の問題点 
（チェック項目が
「×」の理由）

改善内容 責任者／
担当者

スケジュール フォローアップ 
計画4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 54

高年齢労働者の個人
差が大きいこと、作
業負荷が大きすぎる
ケースを想定したこと
がなかった。

労作を伴う作業のある部署で
職員の作業負荷の自覚を半年
ごとに確認するよう、総務部
から庁内に周知する。

総務課長
● 〇

周 知 は問 題 な
く、行われた。

指 示に従い、各 部 署で 個別
の職員にヒアリングを行い、
問題があると分かった場合に
は、個別に調整を行う。調整
が難しい場合には総務部に相
談する。

各課長、
課長代理

● ▲ 〇 △

一 部の 部 署で
遅れが生じた。
要 員の 関 係で
調 整 が 困 難な
ケースがあり改
善を要する。

表3 高年齢労働者の安全と健康確保のための職場改善計画

表2	 高年齢労働者の安全と健康確保のための
	 チェックリスト

出所：中央労働災害防止協会「高年齢労働者の安全と健康確保のため
のチェックリスト」を基に作成
https://www.jisha.or.jp/age-friendly/ageaction100.html

番号 チェック項目（100の「エイジアクション」）
結  果

優先度

４　高年齢労働者の作業管理

（１） 作業内容の調整や作業開始前の準備体操

54
高年齢労働者の身体・精神機能には個人差が大きいことを踏
まえて、個々人の状況に応じて、作業負荷が大きすぎないよう
に、作業内容をきめ細かく調整している。

×

55 作業開始前に、準備体操やストレッチ体操を行い、体を十分に
ほぐしてから作業に着手できるようにしている。 〇

（２） 作業負荷の軽減

56 強い筋力を要する作業や長時間にわたって筋力を使用する作
業は減らしている。 ー

57
呼吸が乱れるような速い動作を伴う作業や瞬時の判断を必要
とする作業をなくすとともに、緊急の場合でも、過度な作業負
荷がかからないようにしている。

ー

（３） 作業ペースや作業量のコントロール

58 担当する作業の量や到達点を事前に明示するほか、自らの作
業の進捗状況を確認できるようにしている。 ×

59 作業負荷が大きくなりすぎないように、作業ペースや作業量を
個々人に合ったものとなるように調整している。 ー

（４） 休憩・休止

60 休憩時間のほかに、トイレに行くための時間や作業の休止時間
を取ることができるようにしている。 〇

61 高度な注意の集中を必要とする作業の継続時間が、長くなり
すぎないようにしている。 ×

62 疲労やストレスを効果的に癒すことができる休憩室、シャワー
室、相談室、運動施設等を設置している。 〇

出所：中央労働災害防止協会「高年齢労働者の安全と健康確保のための職場改善計画」を基に作成
　　　https://www.jisha.or.jp/age-friendly/ageaction100.html


